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世論の動向
～参照する調査の概要

原子力に関する世論調査

（2006年度～2023年度・第17回）

方 法：割り当て留め置き法

対 象：全国15歳～79歳男女1200人

実施者：日本原子力文化財団

https://www.jaero.or.jp/data/01jigyou/tyousakenkyu_top.html 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

石油や石炭など化石資源の消費

二酸化炭素の排出

地球温暖化

カーボンニュートラル

GX（グリーントランスフォーメーション）

世界のエネルギー事情

日本のエネルギー事情

災害による大規模停電

電力不足

電気料金

太陽光発電の開発状況

風力発電の開発状況

バイオマス発電の開発状況

蓄電池

電気自動車（EV）

省エネルギー

各発電方法の発電コスト比較

各発電方法の長所や短所

放射線による人体の影響

放射線の工業・農業利用

放射線の医療利用

原子力発電所の再稼働

原子力発電の安全性

原子力施設のリスク

原子力発電所の防災体制

原子力発電所の廃炉

使用済燃料の貯蔵

使用済燃料の再処理

プルサーマル・核燃料サイクル

高レベル放射性廃棄物の処分

新型炉の研究開発

核融合

福島第一原子力発電所の廃炉の進捗状況

福島第一原子力発電所の処理水の海洋放出

避難指示解除区域における住民の帰還状況

核セキュリティ・核不拡散

原子力発電所へのテロ行為・戦争行為

その他

特にない／わからない
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関
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地球温暖化 CO2排出（2021～） 化石資源の消費 世界のエネルギー事情

日本のエネルギー事情 省エネルギー 電気料金（2019～） 太陽光発電の開発状況

電力不足（2022～） 災害による停電（2020～） 電気自動車（2023） 放射線医療利用

＜概ね回答率20％以下の項⽬は省略＞

関心（エネルギー環境関連・経年）

4

3.11
震災

川内原発
再稼働

ウクライナ
紛争

原子力やエネルギー、放射線の分野において、あなたが関心のあることはどれですか。
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原子力発電の安全性 原子力施設リスク（2011～） 放射線の人体影響

放射性廃棄物の処分（～2020） HLWの処分（2021～） 原子力発電所の廃炉（2021～）

原発再稼働（2014～） 福島原発の状況（2017～22） 福島原発の廃炉進捗（2023）

福島原発処理水処分（2021～22） 福島原発処理水海洋放出（2023） 原発へのテロ行為等（2022～）

＜概ね回答率20％以下の項⽬は省略＞

関心（原子力関連・経年）
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3.11
震災

川内原発
再稼働

ウクライナ
紛争

原子力やエネルギー、放射線の分野において、あなたが関心のあることはどれですか。
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単純 安全

信頼

できる

安心 必要 役に
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必要

原子力イメージ（肯定的）
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3.11
震災

川内原発
再稼働

ウクライナ
紛争

あなたは「原子力」という言葉を聞いたときに、どのようなイメージを思い浮かべますか。
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信頼できない

原子力イメージ（否定的）
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3.11
震災

川内原発
再稼働

ウクライナ
紛争

あなたは「原子力」という言葉を聞いたときに、どのようなイメージを思い浮かべますか。
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水力発電 地熱発電 風力発電 太陽光発電

廃棄物発電 バイオマス発電 その他 あてはまるものはない

エネルギー源（経年）
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3.11
震災

川内原発
再稼働

ウクライナ
紛争

今後日本は、どのようなエネルギーを利用・活用していけばよいと思いますか。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
石
燃
料

原子力
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全体(N=1200)

▽性別

男性(N=595)

女性(N=605)

▽年代別

24歳以下(N=159)

25～44歳(N=326)

45～64歳(N=417)

65歳以上(N=298)

▽原子力情報保有量別

多(N=134)

中(N=341)

少(N=444)

無(N=281)

▽経年変化

14年11月(N=1200)

15年10月(N=1200)

16年10月(N=1200)

17年10月(N=1200)

18年10月(N=1200)

19年10月(N=1200)

20年10月(N=1200)

21年10月(N=1200)

22年10月(N=1200)

23年10月(N=1200)

原子力利用
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■ 原子力発電を増やしていくべきだ （増加） 

■ 東日本大震災以前の原子力発電の状況を維持していくべきだ （維持） 

■ 原子力発電をしばらく利用するが、徐々に廃止していくべきだ （徐々に廃止） 

■ 原子力発電は即時、廃止すべきだ （即時廃止） 

■ その他 

■ わからない 

■ あてはまるものはない 

即
時
廃
止
層
は

徐
々
に
減
少

22
年
10
月
よ
り

積
極
的
利
用
層
は

増
加
傾
向

今後日本は、原子力発電をどのように利用していけばよいと思いますか。



原子力発電所の再稼働を進めることに

ついて、国民の理解は得られている 
 

原子力発電所の再稼働を進めることについ

て、国民の理解は得られていない 

再稼働を進めるかどうかは、政策を実施し

てきた国や電力会社が決めればよい 
 

再稼働を進めることについては、電気を使

用してきた自分たちが決めればよい 

電力の安定供給を考えると、原子力

発電の再稼働は必要 
 

現状で電力は十分まかなえているの

で、原子力発電の再稼動は必要ない 

地球温暖化対策を考えると、原子力

発電の再稼働は必要 
 

地球温暖化対策を考えても、原子力

発電の再稼働は必要ない 

原子力発電を止めると、日本経済に大きな

影響を与えるので、再稼働すべき 
 

原子力発電を止めても、日本経済に大きな影響

を与えないので、再稼働する必要はない 

新規制基準への適合確認を経て再稼

働したのであれば、認めてもよい 
 

新規制基準への適合確認を経たとし

ても、再稼働は認められない 

地震や津波などの自然災害への対策が十分に

講じられているため、再稼働は認めてもよい 
 

地震や津波などの自然災害への対策が不

十分なので、再稼働は認められない 

防災体制が十分に整備されているた

め、再稼働するべき 
 

防災体制が不十分なので、再稼働す

るべきでない 

原子力発電が再稼働しても、大事故

は起こらないと思う 
 

大事故の不安があるので、原子力発

電は再稼働するべきではない 

放射性廃棄物の処分の見通しが立っ

ていない状況でも、再稼働するべき 
 

放射性廃棄物の処分の見通しも立ってい

ない状況では、再稼働するべきではない 

福島第一原発の廃炉の完了していな

い状況でも、再稼働するべき 
 

福島第一原発の廃炉の完了していな

い状況では、再稼働するべきではない 

わたしは、原子力発電所の再稼働を

進めた方がよいと考えている 
 

わたしは、原子力発電所の再稼働を進め

ない方がよいと考えている 

再
稼
働
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原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
確
認
を
通
過
し

た
原
子
力
発
電
所
は
、
地
元
自
治
体
の
了
解
を
得
て
、
再
稼
働
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
再
稼
働
に
関
す
る
ご
意
見
に

つ
い
て
、
あ
な
た
の
お
考
え
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
べ
て
お
選
び
く
だ
さ
い
。
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※ ※

※2023年度調査から⽂⾔変更。2022年度調査以前は、「福島第⼀原発の廃炉
の⾒通しが⽴っていない状況･･･」の説明を付して、再稼働可否の意⾒を問う。



コミュニケーションを考える

無関心とは何か



感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

行動
外界との情報のやり取り

行動
外界との情報のやり取り

意識的
（脳）

身体的

間脳
･･・自律神経系（ホルモン系）

大脳基底核・中脳
･･・快・欲（食欲・覚醒・睡眠）

延髄
･･・呼吸・体温・心拍・血圧

大脳新皮質
･･・高次機能系（記憶処理系）

大脳辺縁系
･･・学習系（記憶定着系）

身体と意識

具現化
分析に基づく
実践への統合

具現化
分析に基づく
実践への統合

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

概念化
記憶に基づく
論理的な分析
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Russell, J. A. & Barrett, L. F.
J. of Personality and Social Psychology, 76(5), 805-819, 1999

感情の仕組み

ラッセルの感情円環モデル
13



注意・警戒

刺激的

元気

喜び 幸福

満足

安らか

リラックス

穏やか無気力

意気消沈

悲しい

心配
不安

悲哀

怒り

ストレス

神経質

緊張

恐怖

驚き

鎮静

覚醒

快不快

疲れ

感情の仕組み

安心安心

不安不安

「 快 ⇔不快」
「覚醒⇔鎮静」
のみ、身体感覚
として知覚する

喜怒

哀 楽

14



注意・警戒

刺激的

元気

喜び 幸福

満足

安らか

リラックス

穏やか無気力

意気消沈

悲しい

心配
不安

悲哀

怒り

ストレス

神経質

緊張

恐怖

驚き

鎮静

覚醒

快不快

疲れ

無関心とは

喜怒

哀 楽

安心

15

無関心



感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

行動
外界との情報のやり取り

行動
外界との情報のやり取り

意識的
（脳）

身体的

意識から行動へ

具現化
分析に基づく
実践への統合

具現化
分析に基づく
実践への統合

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

反
射

情
動

意
志

意識に基づいて、
行動を起こそうと
する力。

外からの刺激によって生
じた生体内の興奮が、大
脳まで伝わらず脊髄など
で折り返し、意識とかか
わりなくただちに特定の
応答が起こること。

感覚刺激への評価に基
づく生理反応、行動反
応、主観的情動体験か
ら成る短期的反応。

16



感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

行動
外界との情報のやり取り

行動
外界との情報のやり取り

意識的
（脳）

身体的

意識から行動へ

具現化
分析に基づく
実践への統合

具現化
分析に基づく
実践への統合

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

反
射

情
動

意
志

17

無関心は感情を呼び起こさない
（感情のない状態＝無関心）
無関心は感情を呼び起こさない
（感情のない状態＝無関心）

「意志」を喚起しない
能動的な行動を取らない
知識が得られない(概念化×)
判断もしない(具現化×)

「意志」を喚起しない
能動的な行動を取らない
知識が得られない(概念化×)
判断もしない(具現化×)

何か起これば、
感情→直感→意志
のルートへ



注意・警戒

刺激的

元気

喜び 幸福

満足

安らか

リラックス

穏やか無気力

意気消沈

悲しい

心配
不安

悲哀

怒り

ストレス

神経質

緊張

恐怖

驚き

鎮静

覚醒

快不快

疲れ

関心を持つには･･･

喜怒

哀 楽

安心

18

無関心



コミュニケーションを考える

「壁」を越える

19



素朴なリアリズム

素朴なリアリズム

私は、世界を
ありのままに見ている

わけのわかった人なら
同じように理解するはずだ

もし、そうならなかったら
それはなぜか？

20



素朴なリアリズム リアル

素朴なリアリズム

私は、世界を
ありのままに見ている

わけのわかった人なら
同じように理解するはずだ

もし、そうならなかったら
それはなぜか？

現実(リアル)

本当にありのまま？
私とあなたは違う世界を見ている

違う世界を見ているので
違う理解をするのは当たり前

21



感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

行動
外界との情報のやり取り

行動
外界との情報のやり取り

意識的
（脳）

身体的

１ 自分を理解する

具現化
分析に基づく
実践への統合

具現化
分析に基づく
実践への統合

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

反
射

情
動

意
志

▶ ポイント

今の自分の思考が、
どうやって作られて
きたのか。どんな記
憶に基づいて作られ
てきたのか。

直感による判断はど
の程度行っているの
か。

バイアスに陥ってい
ないか。自分にウソ
をついていないか。
自分に正直か。

22



感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感覚
五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚）

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

感情
身体感覚に基づいて認識される印象

行動
外界との情報のやり取り

行動
外界との情報のやり取り

意識的
（脳）

身体的

２ 相手を理解し、尊重する

具現化
分析に基づく
実践への統合

具現化
分析に基づく
実践への統合

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

直感
瞬間･状況での
気づきや選好

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

概念化
記憶に基づく
論理的な分析

反
射

情
動

意
志

▶ ポイント

相手の行動は、何に
基づいて行われたも
のなのか。

どのような経験に基
づいた感情や思考を
持っているのか。

相手の行動や思考を
そのまま理解しよう
と、割り込まず、共
感しながら、丁寧に
推測しているか。

相手の行動や思考を、
自分の枠(経験知)に
当てはめて解釈して
いないか。早合点し
てないか。

観測可能領域

推測

23



３ お互いの主眼を洗い出す

その問題をお互いがそれぞれ「どのような問題

として捉えているのか」を共有する必要がある。

できる限り、本音を交換する！

たとえば、地層処分(原子力学会・2008年調査)であれば、

専門家：技術的に妥当な処分方法であり、どう進めるかについ

て、自分たちで考えなければならない。

首都圏：技術的に難解で理解ができないし、理解する気もない。

専門家の判断に頼るしかない。

進めたい！

頼って
大丈夫？

24



地層処分に関する認識比較

• ［高レベル放射性廃棄物の処分がまだ
実施されていないこと］は知っている。
［なぜ、地層処分が選択された］のか
理由は明らかで、［地層処分は、処分
方法としては妥当なやり方だと思う］。

• 実施にあたっては、［地層処分事業は、
国が責任を持ってやるべきだと思う］。

• ［私たち自身が、高レベル放射性廃棄
物の処分について考えなければいけな
いと思う］。

• ［高レベル放射性廃棄物の処分がまだ
実施されていないことに驚く］。そし
て、［なぜ、地層処分が選択されたの
かわからない］。

• ［地層処分の安全性について、自分で
勉強しよう］とは思わず、［専門家の
判断に従うしかない］。

• 実施にあたっては、［地層処分事業は、
国が責任を持ってやるべきだと思う］。

• しかし、［生活している足下に高レベ
ル放射性廃棄物が埋まっているのは、
あまり良い気がしない］。そして、
［自分が住んでいる地域に処分場を作
ることを認める自治体や住民がいると
は思えない］。

25

2008年12月首都圏・専門家社会調査
原子力学会

専門家 首都圏

参考



４ 相互の信頼関係を醸成する

能 力
専門知識や問題解決能力があるか

能 力
専門知識や問題解決能力があるか

意 図
わたしたちを騙そうとしていないか

意 図
わたしたちを騙そうとしていないか

公正
偏った見方をしていないか

公正
偏った見方をしていないか

正直と誠実
言行一致

正直と誠実
言行一致

理解と尊重
わたしたちを尊重しているか

理解と尊重
わたしたちを尊重しているか

熱意
がんばっているか

熱意
がんばっているか

D. Metlay, “Institutional Trust and Confidence: A journey into a Conceptual Quagmire”, 
100-116, in “Social Trust and the Management of Risk”1999. 等を参考に作成
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５ 相乗効果のある解決策を！

自
分
の
主
眼

相手の主眼
Lose-Win

Win-Lose

Lose-Lose

Win-Win

妥協

スティーブン・コヴィー「7つの習慣」

進めたい！

頼って
大丈夫？ 27



最後に

「相手を変える」のはとても難しい。

基本的には無理なこと。

自分にできるのは「自分を変える」ことのみ。

自分の行動は「自分の責任で」決める。

自分の行動は「周りの責任」ではない。
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